
「
第
３
回
本
部
執
行

委
員
会
」
は
、
９
月
12

日
（
金
）
13

時
よ
り
本

部
１
階
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
団
交
）

・
伊
予
灘
も
の
が
た
り

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
及
び

ス
タ
ッ
フ
の
手
当
等

に
つ
い
て

・
平
成
26

年
度
「
総
合

労
働
協
約
改
訂
等
」

に
つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四

国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
）

（
支
部
大
会
）

・
高
知
、
愛
媛
、
徳
島

（
部
会
）

・
部
会
三
役
会
議

（
情
宣
）

・
教
育
・
広
報
委
員
会

（
レ
ク
）

・
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運

営
委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
安
全
対
策
会
議

・
教
育
・
広
報
担
当
者

会
議

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
定
期
総
会

・
青
年
・
女
性
委
員
会

定
期
総
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進

委
員
会

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事

会
・
総
会

【
議
事
】

①
平
成
26

年
度
「
総
合

労
働
協
約
改
訂
」
の

交
渉
経
過
及
び
妥
結

承
認
に
つ
い
て

②
平
成
26

年
度
「
契
約

社
員
賃
金
引
き
上
げ
」

の
了
承
承
認
に
つ
い

て
③
平
成
26

年
度
「
年
末

手
当
」
要
求
の
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い

て
④
職
場
諸
問
題
の
集
約

に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
第
21

回
賃

金
実
態
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

⑥
２
０
１
４
年
度
Ｉ
Ｔ

Ｆ
国
際
鉄
道
労
働
者

統
一
行
動
日
チ
ラ
シ

配
布
に
つ
い
て

⑦
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11

回
政

策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
に
つ
い
て

⑧
第
24

回
ゴ
ル
フ
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑨
第
３
回
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
の
開
催
に
つ

い
て

⑩
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑪
そ
の
他

・
分
会
大
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

・
第
１
回
組
織
財
政
専

門
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
次
期
（
第
４
回
）
執

行
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
そ
の
他

９

月

９

日

（

火

）

「
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

徳
島
」
に
お
い
て
、
代

議
員
、
特
別
代
議
員
、

来
賓
方
々
の
出
席
の
も

と
「
徳
島
支
部
第
28

回

定
期
大
会
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
14

時
か
ら
、

米
多
副
執
行
委
員
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
会
よ
り
大
会

成
立
宣
言
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
徳
島
運
転
所

分
会
の
曽
川
代
議
員
が

選
出
さ
れ
、
円
滑
な
議

事
進
行
が
行
わ
れ
た
。

浦
川
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
、
鉄
道

運
輸
収
入
の
確
保
、
期

末
手
当
の
確
保
や
労
働

環
境
の
改
善
、
政
策
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
、
一
企
業
一
組
合

に
向
け
た
組
織
拡
大
、

政
治
・
共
闘
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
考
え
を

述
べ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
平
成
26

年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全
・

安
定
輸
送
、
組
織
拡
大

方
針
、
政
策
課
題
実
現
、

労
働
環
境
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
質
問
や
意
見
が
あ
り
、

執
行
部
の
答
弁
の
後
、

全
体
の
拍
手
を
持
っ
て

採
択
さ
れ
、
最
後
に
浦

川
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り
、

成
功
裏
に
終
了
し
た
。

９
月
12

日
（
金
）
高

松
市
の
「
高
松
東
急
イ

ン
」
に
お
い
て
、
代
議

員
、
特
別
代
議
員
、
来

賓
方
々
の
出
席
の
も
と

「
本
社
支
部
第
28

回
定

期
大
会
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

大
会
は
18

時
30

分
か

ら
、
松
岡
執
行
委
員
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
会
よ
り
大
会

成
立
宣
言
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
営
業
部
分
会

の
森
代
議
員
が
選
出
さ

れ
、
円
滑
な
議
事
進
行

が
行
わ
れ
た
。

幸
委
員
長
は
冒
頭
の

挨
拶
で
、
安
全
安
定
輸

送
の
確
立
、
運
輸
収
入

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

今
回
の
総
合
労
働
協

約
改
訂
交
渉
は
、
８
月

27

日
の
第
１
回
目
及
び

９
月
10

日
の
第
２
回
目

交
渉
に
お
い
て
組
合
側

の
主
張
を
強
く
訴
え
、

９
月
24

日
に
３
回
目
の

交
渉
を
行
っ
た
。

今
回
申
し
入
れ
た
要

求
項
目
の
う
ち
『
半
日

単
位
の
年
次
有
給
休
暇

制
度
の
限
度
回
数
を
12

回
以
内
と
す
る
』
『
保

存
休
暇
の
累
積
日
数
の

限
度
を
25

日
と
す
る
』

『
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員

が
休
日
等
に
臨
時
に
勤

務
し
た
場
合
の
超
過
勤

務
手
当
の
支
払
額
は
、

そ
の
日
の
超
過
勤
務
時

間
１
時
間
に
つ
き
Ｆ
単

価
の
額
と
す
る
』
『
契

約
社
員
が
休
日
等
に
臨

時
に
勤
務
し
た
場
合
の

超
過
勤
務
手
当
の
支
払

額
は
、
そ
の
日
の
超
過

勤
務
時
間
１
時
間
に
つ

き
Ｆ
単
価
の
額
と
す
る
』

の
４
項
目
に
お
い
て
回

答
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

組
合
は
、
「
半
休
制

度
の
限
度
回
数
の
増
加

は
組
合
員
か
ら
強
い
要

望
が
あ
っ
た
項
目
で
あ

り
、
利
用
実
績
も
高
く
、

評
価
で
き
る
改
善
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
制

度
は
適
用
勤
務
種
別
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

不
公
平
感
を
払
拭
す
る

た
め
の
対
応
を
と
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
保

存
休
暇
の
累
積
日
数
の

拡
大
に
つ
い
て
は
、
こ

の
間
の
使
用
範
囲
の
拡

大
及
び
エ
キ
ス
パ
ー
ト

社
員
が
使
用
で
き
る
等
、

我
々
が
求
め
て
き
た
方

向
に
前
進
し
て
き
た
こ

と
と
併
せ
意
義
の
あ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
準
組
合
員

が
休
日
等
に
勤
務
し
た

場
合
の
Ｆ
単
価
適
用
に

つ
い
て
も
、
不
公
平
感

の
是
正
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
が
図
ら
れ
る

改
善
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
と
の
考
え
方
を

述
べ
る
と
共
に
、
そ
の

他
の
要
求
項
目
で
あ
る

年
間
休
日
の
問
題
や
、

育
児
に
関
す
る
制
度
の

改
善
、
各
種
手
当
の
新

設
及
び
増
額
、
エ
キ
ス

パ
ー
ト
社
員
及
び
契
約

社
員
の
賃
金
引
き
上
げ

等
、
積
み
残
し
た
課
題

が
多
く
あ
る
た
め
、
次

年
度
に
向
け
前
向
き
な

検
討
を
要
請
す
る
。
」

と
強
く
訴
え
、
持
ち
帰

り
議
論
し
た
結
果
、
こ

れ
以
上
の
前
進
は
困
難

と
判
断
し
、
12

時
に
妥

結
し
た
。
（
交
渉
の
経

緯
等
詳
細
は
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
ニ
ュ
ー
ス
を
参
照
）

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
】

８
月
27

日
の
１
回
目

に
引
き
続
き
９
月
17

日

に
２
回
目
の
交
渉
を
行
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
交
渉

で
組
合
側
の
主
張
を
強

く
訴
え
な
が
ら
折
衝
を

積
み
重
ね
て
き
た
結
果
、

『
昇
職
・
昇
格
試
験
・

資
格
試
験
の
実
施
方
に

つ

い

て

検

討

す

る

』

『
契
約
社
員
の
超
過
勤

務
手
当
の
単
価
を
社
員

の
取
り
扱
い
と
同
様
と

す
る
』
に
つ
い
て
会
社

側
よ
り
、
組
合
の
要
求

に
沿
っ
た
回
答
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

交
渉
の
中
で
組
合
は
、

「
昇
職
・
昇
格
試
験
・

資
格
試
験
の
実
施
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
」
並

び
に
「
契
約
社
員
の
超

過
勤
務
手
当
の
単
価
を

社
員
の
取
り
扱
い
と
同

様
と
す
る
」
に
つ
い
て

は
我
々
が
強
く
要
求
し

て
い
た
内
容
が
反
映
さ

れ
た
回
答
と
考
え
る
が
、

そ
の
他
の
要
求
項
目
で

あ
る
労
働
時
間
短
縮
や

各
種
手
当
て
の
新
設
及

び
増
額
、
契
約
社
員
の

忌
引
き
休
暇
の
日
数
拡

大
等
に
つ
い
て
は
改
善

で
き
て
い
な
い
。
特
に
、

年
齢
給
や
職
能
給
の
改

善
、
55

才
到
達
以
降
の

基
本
給
見
直
し
を
は
じ

め
と
す
る
賃
金
関
係
の

改
善
は
要
望
が
強
く
、

次
年
度
に
向
け
前
向
き

な
検
討
を
要
請
す
る
」

と
訴
え
、
持
ち
帰
り
交

渉
委
員
で
議
論
し
た
結

果
、
こ
れ
以
上
の
前
進

は
困
難
と
判
断
し
、
15

時
に
妥
結
し
た
。
（
交

渉
の
経
緯
等
詳
細
は
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
自
動
車
支

部
ニ
ュ
ー
ス
を
参
照
）

総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉

妥
結
！

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

◎
半
日
単
位
の
年
次
有
給
休
暇
制
度
の
限
度
回
数
を
拡
大
！

◎
保
存
休
暇
の
累
積
日
数
の
拡
大
！

◎
準
組
合
員
の
休
日
等
の
超
過
勤
務
手
当
の
支
払
額
拡
大
！

（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
、
契
約
社
員
）

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

◎
昇
職
・
昇
格
試
験
制
度
の
実
施
方
に
つ
い
て
検
討
！

◎
準
組
合
員
の
休
日
等
の
超
過
勤
務
手
当
の
支
払
額
拡
大
！

第
３
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

全
支
部
に
て

大
会
終
了
！

徳

島

支

部

本

社

支

部



【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
】

全
支
部
に
て

大
会
終
了
！

の
確
保
、
労
働
条
件
の

維
持
・
改
善
、
政
策
課

題
、
組
織
問
題
、
政
治

共
闘
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
考
え
を
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
平
成
26

年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
政
策

課
題
解
決
に
向
け
た
政

治
へ
の
取
り
組
み
、
職

場
環
境
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
執
行
部
答

弁
の
後
、
全
体
の
拍
手

を
持
っ
て
採
択
さ
れ
、

最
後
に
幸
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め

く
く
り
成
功
裏
に
終
了

し
た
。

９

月
13

日

（

土

）

「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

瀬
戸
大
橋
」
に
お
い
て
、

代
議
員
、
特
別
代
議
員
、

傍
聴
者
、
来
賓
の
出
席

の
も
と
「
香
川
支
部
第

28

回
定
期
大
会
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
13

時
か
ら
、

石
野
副
執
行
委
員
長
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

資
格
審
査
委
員
長
に
よ

る
大
会
成
立
宣
言
の
後
、

議
長
に
高
松
運
転
所
分

会
の
石
上
代
議
員
が
選

出
さ
れ
た
。

石
川
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
、
運
輸

収
入
の
確
保
、
政
策
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
、
組
織
の
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
、
政

治
共
闘
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
考
え
を
述
べ

た
。議

事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
質
疑

の
後
、
平
成
26

年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全

問
題
、
労
働
環
境
問
題
、

組
織
問
題
、
政
策
課
題
、

政
治
共
闘
等
に
つ
い
て

質
問
や
意
見
が
あ
り
、

執
行
部
答
弁
の
後
、
全

体
の
拍
手
を
持
っ
て
採

択
さ
れ
、
最
後
に
石
川

委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
り
成

功
裏
に
終
了
し
た
。

９
月
19

日
（
金
）
宇

多
津
町
の
「
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋
」

に
お
い
て
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
来
賓
方
々

の
出
席
の
も
と
「
自
動

車
支
部
第
31

回
定
期
大

会
」
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

大
会
は
13

時
か
ら
、

岩
本
執
行
委
員
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
会
の
大
会
成

立
宣
言
の
後
、
議
長
に

松
山
自
動
車
分
会
の
久

保
田
代
議
員
を
選
出
し

議
事
に
入
っ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
上
田

副
執
行
委
員
長
は
、
安

全
・
安
心
輸
送
の
取
り

組
み
、
運
輸
収
入
の
確

保
、
労
働
環
境
の
改
善
、

組
織
の
充
実
・
強
化
等

に
つ
い
て
考
え
を
述
べ

た
後
、
来
賓
挨
拶
を
受

け
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

告

、
平
成
26

年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。質

疑
で
は
、
安
全
安

定
輸
送
の
確
立
、
新
高

速
乗
合
バ
ス
へ
の
対
応
、

運
輸
収
入
の
確
保
、
賃

金
関
係
、
労
働
環
境
改

善
、
要
員
関
係
等
に
つ

い
て
質
問
や
意
見
が
あ

り
、
執
行
部
の
答
弁
の

後
、
全
体
の
拍
手
を
持
っ

て
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
井
浦
委
員
長

の
辞
任
に
伴
い
、
新
た

に
上
田
副
執
行
委
員
長

が
執
行
委
員
長
に
選
出

さ
れ
た
。

最
後
に
上
田
新
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
締
め
く
く
り
、
大
会

は
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転

区
分
会
で
は
、
６
月
８

日
、
組
合
員
の
健
康
と

親
睦
を
図
る
た
め
ハ
イ

キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
日
差
し
は
強
い

も
の
の
さ
わ
や
か
な
潮

風
が
、
涼
し
く
感
じ
ら

れ
る
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
、
多
度
津
町
の

町
並
み
や
浜
街
道
を
散

策
し
な
が
ら
目
的
地
の

堀
江
公
園
を
目
指
し
ま

し
た
。
現
地
に
到
着
後

は
、
青
々
と
し
た
葉
っ

ぱ
の
藤
棚
の
下
で
休
憩

を
取
り
、
弁
当
や
、
冷

た
い
飲
み
物
で
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
憩
い
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
組
合
員
と

そ
の
家
族
の
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
サ
ー
ク

ル
活
動
を
計
画
し
、
さ

ら
な
る
組
織
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

土
井

俊
哉

初
夏
の
学
習
会

レ
ク
を
開
催
！

私
た
ち
、
高
知
管
理

駅
分
会
青
年
女
性
会
議

で
は
、
５
月
17

日
に
分

会
青
女
の
夏
期
レ
ク
と

し
て
管
内
の
準
組
合
員

と
合
同
で
学
習
会
と
仁

淀
川
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
青
女

組
合
員
と
準
組
合
員
と

の
意
見
交
換
が
メ
イ
ン

と
な
り
ま
し
た
が
、
共

通
す
る
課
題
も
沢
山
あ

り
大
変
有
意
義
な
学
習

会
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
部
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
は
家
族
も

多
く
参
加
し
て
く
れ
た

の
で
、
子
供
の
話
や
職

場
の
話
・
組
合
に
つ
い

て
の
話
と
大
盛
り
上
が

り
し
ま
し
た
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
初

夏
の
川
に
入
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し

た
。今

回
、
分
会
青
女
と

し
て
は
初
め
て
の
夏
期

レ
ク
で
し
た
が
、
今
後

も
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、
元
気
で
明
る

い
職
場
作
り
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
知
管
理
駅
分
会

井
村

光
明

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

香

川

支

部

本
部
青
年
女
性
会
議

第
22
回
定
期
委
員
会
は
、

「
Ｂ
e

Ａ
ｃ
ｔ
i
ｖ

e
！
『
安
全
・
継
承
・

進
化
』
～
限
り
な
い
挑

戦

新
た
な
未
来
へ
～
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
10

月
５
日
（
日
）
香
川
県

宇
多
津
町
の
「
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
に
は
各
支
部

か
ら
選
出
さ
れ
た
29
名

の
委
員
を
は
じ
め
多
数

の
来
賓
、
傍
聴
者
出
席

の
も
と
、
國
重
副
議
長

の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

執
行
部
よ
り
１
年
間
の

活
動
経
過
報
告
及
び
向

こ
う
１
年
間
の
活
動
方

針
が
提
起
さ
れ
た
。
質

疑
で
は
安
全
・
安
定
・

安
心
輸
送
の
確
立
、
職

場
環
境
・
労
働
条
件
改

善
、
政
策
課
題
実
現
、

政
治
共
闘
、
福
利
厚
生
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
、
男
女
平
等
参
画
、

教
育
活
動
等
に
つ
い
て
、

若
さ
溢
れ
る
活
発
な
討

議
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

満
場
一
致
で
全
て
の
議

事
が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
新
役
員
（
三

役
）
は
次
の
と
お
り
と

選
出
さ
れ
た
。
。

議
長

弓
立
雅
博

（
香
川
支
部
）

副
議
長

佐
藤
祐
一

（
高
知
支
部
）

副
議
長

國
重
武
人

（
香
川
支
部
）

副
議
長

小
川
有
貴

（
本
社
支
部
）

事
務
長

山
本
達
也

（
香
川
支
部
）

青
年
女
性
会
議

第
22
回

定
期
委
員
会
開
催
！

自
動
車
支
部

髙

知

支

部

香

川

支

部

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
山
梨

県
早
川
町
に
お
い
て
、

地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
で
７
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
活
動

に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
役
職

員
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
、
東

日
本
ユ
ニ
オ
ン
、
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ

東
海
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ

西
労
組
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
、
貨
物
鉄
産
労
各
組

合
員
と
共
に
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
か
ら
眞
鍋
執
行

委
員
、
本
社
支
部
幸
委

員
長
が
参
加
し
、
藪
の

草
刈
り
や
花
畑
の
開
墾
、

獣
害
対
策
用
の
電
気
柵

周
辺
の
整
備
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

９
月
20
日
、
心
配
さ

れ
た
天
候
も
好
天
に
恵

ま
れ
、
住
民
の
方
々
と

い
っ
し
ょ
に
藪
の
草
刈

り
や
花
畑
の
開
墾
な
ど

を
行
い
、
翌
21
日
に
は
、

朝
か
ら
獣
害
対
策
用
の

電
気
柵
周
辺
の
草
刈
り
、

藪
の
草
刈
り
、
用
水
路

の
清
掃
な
ど
各
班
に
分

か
れ
て
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

作
業
終
了
後
、
地
区

の
皆
さ
ん
と
交
流
会
を

開
催
し
、
地
区
の
女
性

の
皆
様
に
作
っ
て
い
た

だ
い
た
手
作
り
弁
当
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

和
気
藹
々
と
談
笑
し
、

無
事
２
日
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加


